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MOTTAINAI・もったいない運動 
 左の写真の人物をご存じですか。この方はケニア出身の環境保護活動家で、

環境分野で初めてノーベル平和賞を受賞したワンガリ・マータイさんです。 

地球温暖化の原因となる温室効果ガスの基準として各国別に先進国における
削減率を定め、共同で約束期間内に目標値を達成することが定められた「京都
議定書」の関連行事のため、日本を訪れたマータイさんは、日本語の「もったい
ない」という言葉に出会います。この「もったいない」に感銘を受けた後、この意
思と概念を世界中に広めるため他の言語で該当するような言葉を探しました。し
かし、「もったいない」のように、自然や物に対する敬意、愛などのリスペクトが込
められているような言葉が他に見つからなかったため、「もったいない」を世界

共通の言葉として広める活動を始められました。 

こうしてスタートした MOTTAINAI キャンペーンは、地球環境に負担をかけないライフスタイルを広め、
持続可能な循環型社会の構築を目指す日本発の活動として世界に広まっています。マータイさんはすでに
亡くなられていますが、日本から生まれた「もったいない」が、世界をつなげるアイコトバ、
「MOTTAINAI」としてSDGs（持続可能な開発目標）への関心が高まる中、今、再び、注目されています。 

Reduce（リデュース）、Reuse（リユース）、Recycle（リサイクル）

そして Respect(リスペクト) 

そして 

物価高騰などの社会情勢は学校とて、例外ではありません。そうした背景もあり、様々な取り組みが始ま
っています。この学校だよりも以前は紙面で配布していました。これをペーパーレスにすることで、費用とし
ては年間6万円近くの削減が期待できます。また、環境にもやさしくなることは言うまでもありません。 
そしてこれからは、家庭や生徒の「学びの保証」も視野に入れたいと考えています。急な事情で転入し
てきた生徒などを中心に学びを継続するための支援が必要な場合があります。すでにこれまでもたくさん
の制服や体操服などを寄付していただき、対応が可能となってきましたが、今後不要となった制服、体操
服、自転車、部活動の道具などがありましたら、ぜひ学校までお譲りください。卒業生のご家族などにお知
り合いの方があれば、お声掛けいただけるとありがたいです。 
みなさんのご協力をお願いいたします。 

亀山中学校での取り組みにご協力を… 
不要になった制服、体操服、自転車などをお譲りください 

 


